
別記様式 

 担当課 生涯学習課 

会 議 の 名 称 第１回 鴻巣市社会教育委員会議 

開 催 日 令和５年６月３０日（金） 

開 催 時 間  午前１０時００分 開会 ・ 午前１０時５５分 閉会 

開 催 場 所  鴻巣市役所本庁舎３０３会議室 

議長(委員長・会長) 

氏 名 
委員長 平賀健郎  

出席者(委員)氏名 

（出席者数） 

清水 励 小森 隆  佐藤久子  森田文江 江原浩昭 

平賀健郎 間中由利子 真鍋 透  渡邉惠子 

森田博子 小川はるみ 宮下計宏  金子由正  

（１３名） 

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 

渡邉峰雄 平社三枝子 

（２名） 

事務局職員職氏名 

教育部参事兼生涯学習課課長  髙橋和久 

生涯学習課主査        小山文代 

生涯学習課主任        山際望美 

傍聴の可否 

（傍聴者数） 
可 （０名） 

会

議

の

内

容 

 議 題 

(1) 令和４年度 社会教育関係団体への補助金交付状況について 

(2) 令和５年度社会教育・生涯学習に係る事業計画について 

(3) 令和５年度 社会教育関係団体への補助金交付について 

(4) 令和５年度 社会教育委員の活動予定について 

(5) 社会教育委員より選出する各種協議会委員について 

 

（決定事項など） 

 (1)令和４年度 社会教育関係団体への補助金交付状況について、説明を行

い、次の意見があった。 

  ・原馬室獅子舞棒術保存会の令和４年度の活動は中止となったが、今後活動

を継続していくのか。 

   →活動中止報告を受けていないので、例年のとおり進んでいると思われ 

    る。 

  ・須田剋太展開催事業補助金の使途について。金額を減らせないのか。 

   →補助金は須田剋太展実行委員会の活動で使用しており、パネルの設置業 

務委託、ポスターチラシ作製、広報、会議等の費用がかかっている。 

特にパネルの設置業務委託が高額で、ポスターやチラシ等は広範囲に配 

布・掲載しているため費用がかかる。 

 ・須田剋太展は例年吹上地域のみで開催しているので、鴻巣地域でも実施で

きたらよいと思っている。 

   →実行委員会に可能か話をしてみる。 

 



 (2)令和５年度 社会教育・生涯学習に係る事業計画について説明を行い、次

の意見があった。 

・市民大学講座について、今年度の公開講座はないのか。 

→今年度は見送ると生涯学習実行委員と話をしている。 

  ・職員出前講座に関して市民の方にどのくらい行っているのか。 

→放課後子ども教室、自治会等の依頼を受け昨年は２～３回行っていた。 

例年５回くらい行っている。 

  ・セカンドブックについて本の選定基準は何か。 

   →図書館司書が本の候補をいくつか選び、その中から生涯学習課が流通 

が安定しているか等を確認し選んでいる。 

  ・生涯学習講座の広報等情報を多言語での発信等はしているのか。 

   →広報やホームページの多言語対応はしていない。 

転入の際に市民課で生活に関するガイドをお配りしている。 

総務課が国際交流について担当している。 

 (3)令和５年度 社会教育関係団体への補助金交付について、説明を行った。 

 (4)令和５年度 社会教育委員の活動予定について、説明を行い、次の意見が

あった。 

  ・二十歳のつどい実行委員会について、立候補はあるのか。 

   →立候補する方はあまりない。実行委員選出については学校に協力をお願

いしている。 

 (5)その他 

社会教育委員より選出する各種協議会委員について、次のとおり選出し

た。 

鴻巣市青少年問題協議会  渡邉惠子（継続） 

鴻巣市人権教育推進協議会 平賀健郎、間中由利子（継続） 

鴻巣市立集会所運営協議会 真鍋透（新任） 

鴻巣市図書館協議会    森田文江（任期途中） 

鴻巣市スポーツ推進審議会 森田博子（任期途中） 

 

配
布
資
料 

・次第 

・鴻巣市が提供した生涯学習実績報告（令和４年度） 

・鴻巣市生涯学習ガイド 令和５年４月～令和５年９月 

・関係各課資料（こども応援課・スポーツ課・公民館） 

 

注 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い

 場合は、別紙に記入するものとする。 


